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松井洋一郎 氏

キャッシュフローゲームの様子

　

群
馬
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業
協
同
組
合

（
小
山
淳
旨
理
事
長
、
組
合
員
23
人
）
で

は
、
１
月
29
日
、
高
崎
市
・
イ
ノ
ウ
エ

ビ
ル
に
お
い
て
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

有
限
会
社
オ
フ
ィ
ス
キ
ュ
ー
代
表
取

締
役
で
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
小
澤
伸
雄
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
経
営
者
の
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と

お
金
の
よ
み
か
き
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
行
っ
た
。

　

小
澤
氏
は
ま
ず
、
今
日
の
日
本
で
は

個
々
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
社
会
制
度
・
税

制
を
知
り
、
お
金
に
対
す
る
知
識
や
活

用
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
賢
い
消

費
者
に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
今
後
の
人
生
に
お
け
る
結

婚
・
子
供
の
誕
生
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
考

慮
し
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
表
を
作
成
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
、「
必
要
な
時

に
必
要
な
お
金
が
な
い
」
と
い
っ
た
事

態
を
招
か
な
い
よ
う
、
今
の
う
ち
か
ら

将
来
に
わ
た
っ
て
の
お
金
の
収
支
を
考

え
る
べ
き
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
承
継
で
は
財
産
を
ど
の

よ
う
に
残
す
か
と
い
う
問
題
が
あ
る

が
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
「
生
き
る
力
」

や
「
稼
ぐ
力
」
等
の
考
え
方
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
残
す
こ
と
の
方
が
大
切
で
あ
る
と

語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
３
つ
の
班
に
分

か
れ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
ゲ
ー
ム
を

行
っ
た
。

　

群
馬
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
今
川
守
会
長
、
会
員
14
組
合
）
で
は
、

１
月
29
日
、
太
田
市
・
太
田
商
工
会
議
所

に
お
い
て
、
太
田
地
域
の
若
手
商
業
者

を
対
象
に
、「
三
方
よ
し
の
『
ま
ち
ゼ
ミ
』

で
図
る
個
店
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に

講
習
会
を
開
催
し
た
。
講
師
は
、
岡
崎

ま
ち
ゼ
ミ
の
会
代
表
松
井
洋
一
郎
氏
。

　

ま
た
、
ま
ち
ゼ
ミ
は
、
受
講
者
に
お

店
の
特
徴
や
店
主
の
人
と
な
り
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、お
店
の
フ
ァ
ン
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
目
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
講
座

に
自
店
の
特
徴
を
盛
り
込
む
こ
と
や
受

講
者
へ
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
松
井
氏
は
、
失
敗
を
恐
れ
ず

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を

継
続
し
つ
つ
、
太
田
の
街
の
特
性
に

合
っ
た
取
り
組
み
で
、
お
客
様
・
商

店
・
地
域
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る

「
三
方
よ
し
」
を
作
っ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

経
営
者
向
け
講
習
会
を
開
催

群
馬
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業（
協
）

若
手
商
業
者
向
け
研
修
会
を
実
施

群
馬
県
商
店
街（
振
）連
合
会

ク
レ
ー
ム
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ

群
馬
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生（
同
）

LocalLocal
AreaArea
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群
馬
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同

業
組
合
（
根
岸
睦
男
理
事
長
、
組
合
員

１
４
６
人
）
で
は
、
１
月
31
日
、
前
橋

市
・
群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
弁
護
士
の
岩
崎
茂
雄
氏
を
講
師

に
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
界
に
お
け
る
ク

レ
ー
ム
対
策
」、
次
い
で
税
理
士
の
齋

藤
仁
志
氏
を
講
師
に
「
改
正
消
費
税
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
」
の
講

習
会
を
開
催
し
た
。

　

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
称
す

る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
と
は
、
店
主
が
講
師

と
な
っ
て
、
プ
ロ
な
ら
で
は
の
専
門

知
識
や
情
報
な
ど
を
、
受
講
者
と
な
っ

た
お
客
様
に
無
料
で
教
え
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ミ
ニ
講
座
。
受
講
者
と
の
会

話
か
ら
次
の
講
座
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら

れ
る
な
ど
、
ま
ち
ゼ
ミ
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
と
説
明

し
た
。
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岩崎茂雄 氏

髙橋利行 氏

齋藤仁志 氏

　

岩
崎
氏
は
ま
ず
、
ク
レ
ー
ム
対
応
で

大
切
な
こ
と
は
、は
じ
め
か
ら
、ク
レ
ー

ム
を
不
当
な
も
の
で
あ
る
と
決
め
つ
け

ず
に
、
ク
レ
ー
ム
の
内
容
を
正
確
に
聴

取
す
る
と
と
も
に
、
十
分
調
査
・
確
認

を
行
い
、
責
任
の
所
在
を
明
確
化
す
る

こ
と
で
あ
る
と
主
張
。

　

次
に
、
ク
レ
ー
ム
を
、
①
「
正
当
ク

レ
ー
ム
と
判
断
さ
れ
る
場
合
」、②
「
不

当
ク
レ
ー
ム
と
判
断
さ
れ
る
場
合
」、

③
「
正
当
・
不
当
い
ず
れ
か
判
断
で
き

な
い
場
合
」
の
３
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
対

応
方
法
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
界
に
お

い
て
、
ク
レ
ー
ム
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
顧
客
に
対
し
て
い
か
に
説
得
力
の

あ
る
説
明
が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
と
指
摘
し
た
上
で
、
衣
料
品
や
洗
浄

剤
の
最
新
情
報
の
勉
強
・
従
業
員
教
育

を
図
る
よ
う
な
研
修
制
度
の
一
層
の
充

実
を
訴
え
た
。

　

前
橋
市
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
協
同

組
合
（
横
澤
義
夫
理
事
長
、
組
合
員
32

人
）
は
、
２
月
２
日
、
前
橋
市
・
前
橋

テ
ル
サ
に
お
い
て
、
新
春
講
演
会
を
開

催
し
た
。

　

行
政
書
士
高
橋
環
境
法
務
事
務
所
所

長
の
髙
橋
利
行
氏
が
「
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
処
理
業
界
の
動
向
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
っ
た
。

た
。

　

最
後
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
も
触
れ
、
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導

入
の
目
的
と
利
用
範
囲
、
②
制
度
の
概

要
、
③
制
度
の
安
全
性
、
④
番
号
を
取

得
・
利
用
す
る
際
の
注
意
点
、
⑤
管
理

方
法
、
⑥
罰
則
の
概
要
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
説
明
を
行
っ
た
。

　

髙
橋
氏
は
、
①
人
口
・
世
帯
数
の
減

少
、
②
処
理
料
金
の
下
落
・
排
出
量
の

減
少
、③
事
業
系
ご
み
処
理
の
厳
格
化
、

④
人
材
の
確
保
と
育
成
、
⑤
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
と
い
う
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

か
ら
業
界
の
今
後
を
解
説
し
た
。

　

特
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
、

不
正
な
処
理
事
例
が
報
道
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
説
明
。
自
社
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
遵
守
し
て
い
る
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
、
他
社
と
の
差
別
化
を
図
る
チ
ャ

ン
ス
と
な
る
旨
を
指
摘
し
た
。

　

廃
棄
物
処
理
の
国
内
市
場
は
短
期
拡

大
・
長
期
縮
小
が
予
想
さ
れ
、
競
争
の

激
化
や
業
界
再
編
の
動
き
も
出
て
く
る

と
解
説
。そ
う
し
た
中
で
は
、オ
ン
リ
ー

ワ
ン
を
目
指
し
つ
つ
、
同
業
者
・
異
業

種
・
地
域
と
協
調
や
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

営
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

高
崎
共
同
食
事（
協
）

新
春
講
演
会
を
開
催

前
橋
市
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業（
協
）

　

高
崎
共
同
食
事
協
同
組
合
（
永
崎
雅

信
理
事
長
、
組
合
員
70
人
）
で
は
、
２

月
２
日
、
高
崎
市
・
組
合
事
務
所
に
お

い
て
、
職
員
を
対
象
に
営
業
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
講
師
は
、
大
学
で
営
業

　

次
い
で
、
齋
藤
氏
は
、
消
費
税
率
引

き
上
げ
の
背
景
や
国
の
財
政
状
況
、
更

に
最
近
の
軽
減
税
率
の
議
論
等
に
つ
い

て
説
明
。
そ
こ
で
、
現
在
、
消
費
税
が

国
の
税
収
の
中
で
最
も
大
き
な
比
率
を

占
め
、
社
会
保
障
制
度
充
実
の
安
定
的

な
財
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
語
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴

い
、
政
府
が
進
め
る
消
費
税
転
嫁
対

策
の
概
要
に
つ
い
て
の
解
説
も
行
っ
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対話形式で進められた研修

の
授
業
を
持
ち
つ
つ
、
営
業
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
活
動
で
活
躍
す
る
、
営
業
サ

ポ
ー
ト
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会

社
代
表
取
締
役
の
菊
原
智
明
氏
。

　

研
修
は
、
講
義
ス
タ
イ
ル
を
基
本
と

し
つ
つ
、
講
師
に
よ
る
一
方
的
な
情
報

提
供
に
留
ま
ら
ず
、
受
講
者
一
人
ひ
と

り
が
考
え
な
が
ら
、
お
互
い
に
意
見
交

換
を
し
な
が
ら
進
ん
だ
。

　

営
業
の
基
本
編
で
は
、
見
た
目
の
重

要
性
を
強
調
し
、
身
な
り
、
持
ち
物
に

つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、「
オ
シ
ャ

レ
」
で
は
な
く
、「
身
だ
し
な
み
」
と
い

う
視
点
が
求
め
ら
れ
る
と
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
使
用
機
会
が
増
え
つ
つ
あ
る

メ
ー
ル
の
マ
ナ
ー
や
文
字
化
け
が
起
こ

る
シ
ス
テ
ム
上
の
注
意
点
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

　

後
半
で
は
、
お
客
様
の
心
を
つ
か
む

営
業
ト
ー
ク
の
組
み
立
て
方
に
つ
い
て

学
び
、
お
客
様
か
ら
信
頼
を
得
る
た
め

の
、
挨
拶
ト
ー
ク
の
作
成
や
お
客
様
の

警
戒
心
を
解
く
た
め
の
共
感
ト
ー
ク
の

作
成
の
演
習
を
行
っ
た
。

　

菊
原
氏
は
、
自
身
の
営
業
経
験
や

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
事
例
を
紹
介
し
、

そ
の
上
で
「
ト
ー
ク
設
計
図
」
の
作
成

を
勧
め
た
。作
成
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

良
い
ト
ー
ク
は
再
利
用
し
、
悪
い
ト
ー

ク
は
修
正
す
る
こ
と
で
、
接
客
す
る
度

に
ト
ー
ク
の
質
が
高
ま
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
初
対
面
の
時
、
警
戒
心
を
解
く

こ
と
に
注
力
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。

　

群
馬
県
室
内
装
飾
事
業
協
同
組
合

（
久
保
田
清
理
事
長
、
組
合
員
１
２
０

人
）
で
は
、
２
月
５
日
、
渋
川
市
・
塚

越
屋
七
兵
衛
に
お
い
て
講
習
会
を
開
催

し
た
。

　

株
式
会
社
ラ
ポ
ー
ル
企
画
代
表
取
締

役
の
大
小
原
利
信
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
心
の
健
康
の
た
め
に
〜
怒
り
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
大
小
原
氏
は
、
ス
ト
レ

ス
の
根
底
に
は
怒
り
が
あ
る
と
指
摘
し
、

そ
の
怒
り
の
構
造
を
知
り
、
怒
り
を
克

服
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス

を
大
き
く
軽
減
で
き
る
と
語
っ
た
。

　

次
い
で
、
怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
方
法
に
「
６
秒
ル
ー
ル
」
を
挙
げ
、

怒
り
が
頂
点
に
達
す
る
ま
で
の
６
秒
間

を
上
手
く
制
御
す
る
こ
と
で
理
性
的
な

対
応
が
可
能
に
な
る
と
し
、
具
体
的
な

対
処
法
の
例
と
し
て
、
①
深
呼
吸
、
②

そ
の
場
か
ら
離
れ
る
、
③
筋
弛
緩
法
等

を
挙
げ
た
。

　

最
後
に
、
怒
り
は
何
の
解
決
に
も
つ

な
が
ら
ず
、
経
営
者
自
身
が
、
言
葉
や

動
作
で
共
感
を
伝
え
る
「
Ｏ
Ｋ
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
発
す
る
こ
と
で
職
場
環
境

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
と
締
め
く

く
っ
た
。

「
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」を
学
ぶ

群
馬
県
室
内
装
飾
事
業（
協
）

総
合
電
子
療
法
講
習
会
を
開
催

自
然
総
合
療
術
業（
協
）

LocalLocal
AreaArea

NewsNews

　

自
然
総
合
療
術
業
協
同
組
合
（
小
林

利
光
理
事
長
、組
合
員
１
１
３
人
）で
は
、

２
月
14
日
、
渋
川
市
・
養
正
会
館
に
お

い
て
、
一
般
社
団
法
人
全
国
療
術
師
協

会
副
理
事
長
の
蔵
内
健
寿
氏
を
講
師
に

迎
え
、
講
習
会
を
開
催
し
た
。　
　
　

　

蔵
内
氏
は
ま
ず
、
生
物
は
体
か
ら
微

量
な
電
気
が
発
生
し
、
そ
の
様
々
な
反

応
や
変
化
を
起
こ
す
性
質
を
利
用
し
て

い
る
の
が
現
代
医
学
だ
と
述
べ
、
そ
の

性
質
を
利
用
し
て
体
の
衰
え
や
病
気
の

治
癒
力
を
高
め
、
更
に
は
予
防
や
健
康

増
進
に
役
立
た
せ
る
方
法
の
一
つ
が

「
電
子
療
法
」
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　

次
い
で
、
体
の
変
調
の
予
防
や
効
果

的
な
施
術
を
行
う
に
は
、
体
温
維
持
の

た
め
の
適
度
な
運
動
や
、
ス
ト
レ
ス
を

溜
め
な
い
正
し
い
衣
・
食
生
活
を
指
導

す
る
必
要
が
あ
る
と
解
説
。
ま
た
、
体

内
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
上
で
、
冷

え
の
原
因
、
万
病
の
元
に
も
な
る
砂
糖
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蔵内健寿 氏

戸塚佳江 氏

グループワークで意見を交わす参加者

の
摂
取
量
に
特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
と
強
調
し
た
。

　

最
後
に
蔵
内
氏
は
、
療
術
に
よ
る
施

術
は
、
患
者
の
痛
み
を
取
り
除
く
こ
と

が
第
一
で
は
あ
る
が
、
生
活
習
慣
の
改

善
と
健
康
増
進
の
手
助
け
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
根
本
的
な
解
決
を
導
き
、

効
果
的
な
療
法
を
行
え
る
と
理
解
し
て

施
術
に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
と
呼
び
か

け
た
。

と
は
、
地
域
発
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

ブ
ラ
ン
ド
化
と
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
よ
り
、
好
循
環
を
生
み
出
し
、

地
域
外
の
資
金
・
人
材
を
呼
び
込
む
と

い
う
持
続
的
な
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　

次
に
、
商
店
街
を
一
斉
に
盛
り
立
て

る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、
１
ヵ
所
か

ら
周
り
に
派
生
さ
せ
て
い
く
方
法
で
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
べ
き
だ
と
語
っ
た
。

講
演
後
に
は
、
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大

学
の
４
年
生
伊
藤
浩
士
氏
に
よ
る
商
店

街
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
を
行
う
他
、

４
班
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

も
行
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
後
、
兼
本
氏
は
、

商
店
街
が
活
性
化
し
て
い
く
に
は
、「
若

者
」・「
人
情
」・「
発
信
に
若
者
を
使
う
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
商
店
街
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
つ
な
が
る
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

商
店
街（
振
）高
崎
中
部
名
店
街

イ
メ
ー
ジ
戦
略
に
つ
い
て
学
ぶ

四
万
温
泉
旅
館（
協
）

　

四
万
温
泉
旅
館
協
同
組
合(

関
良
則

理
事
長
、
組
合
員
33
人)

で
は
、
２
月

15
日
、
吾
妻
郡
中
之
条
町
・
一
般
社
団

法
人
四
万
温
泉
協
会
に
お
い
て
、「
伝

統
温
泉
地
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
」
を
テ
ー

マ
に
講
習
会
を
開
催
し
た
。
講
師
は
、

有
限
会
社
デ
ザ
イ
ン
・
ゲ
ン
代
表
取
締

役
の
戸
塚
佳
江
氏
。

　

ま
ず
戸
塚
氏
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
ス
タ

イ
ル
が
多
種
多
様
に
な
り
、
表
現
が
複

雑
化
し
て
き
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
付
加
価
値
を
生

み
出
す
こ
と
で
価
格
を
高
く
設
定
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
、
②
購
入

の
反
復
（
リ
ピ
ー
タ
ー
）、
③
組
織
内

で
の
方
向
性
（
意
識
）
の
統
一
な
ど
を

挙
げ
た
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
①
確
か
な
商
品
・

価
値
あ
る
商
品
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
、
②
競
合
す
る
ブ
ラ
ン
ド
と

の
明
確
な
差
別
化
、
③
関
心
を
高
め

購
入
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
の
３
点
で

あ
る
と
説
明
し
た
。

　

最
後
に
戸
塚
氏
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
、
温
泉
地
と
し
て
の
地
域
の

魅
力
を
発
信
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

観
光
関
連
に
従
事
す
る
人
た
ち
だ
け

で
な
く
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
こ
四
万
が
他

の
温
泉
地
か
ら
も
羨
ま
し
が
ら
れ
る

よ
う
な
温
泉
地
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
と
語
っ
た
。

　

商
店
街
振
興
組
合
高
崎
中
部
名
店
街

(

西
澤
彰
理
事
長
、組
合
員
74
人)

で
は
、

２
月
18
日
、
高
崎
市
・
あ
す
な
ろ
に
お

い
て
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
教
授
の
兼

本
雅
章
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
商
店
街

の
活
性
化
〜
今
と
未
来
を
考
え
る
〜
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

ま
ず
兼
本
氏
が
、「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
」


